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大災害からの復興と持続的社会のモデルを目指して 

８／２（土）「日本学術会議 in 石川」を開催 
 
 

このたび，金沢大学は，日本学術会議，石川県，北陸先端科学技術大学院大学ととも

に，「日本学術会議 in 石川」を開催します。本イベントは，日本学術会議が平成 30 年

から各地で開催している地方学術会議の一環で，今回が第 8回目となります。 

 

令和６年１月に発生した能登半島地震は，「半島」という地域社会に甚大な被害をも

たらしました。この災害により，地域の脆弱性や課題が浮き彫りとなり，今後の復興と

持続可能な社会づくりに向けた新たな視点が求められています。本イベントでは，地域

の復興と持続可能な社会のあり方を学術的視点から議論します。前半の学術講演では，

石川県や両大学，日本学術会議での取り組みに加えて，東日本大震災の教訓にも触れる

とともに，後半のパネルディスカッションでは，震災復興にかかわってきた農業・漁業・

観光業などの若手人材が様々な立場からの意見交換を通じて，災害後の持続可能な社会

のあり方について多角的に考察します。 

また，当日の会場入り口では，石川県による震災復興に関するパネル展示も行う予定

です。 

つきましては，本イベントの事前の告知および取材・報道にご協力をお願いします。

なお，会場における当日取材については，別紙の取材申込書を７月３０日（水）までに

金沢大学研究推進部研究企画課へメールにてお送り願います。 
 

記 

 

日本学術会議 in 石川 
主催：日本学術会議 共催：金沢大学  後援：石川県，北陸先端科学技術大学院大学 

日 時 ：令和７年８月２日(土) １３：３０～１７：３５ 

会 場 ：金沢市アートホール（金沢市本町２－１５－１ ポルテ金沢６階） 

定 員 ：対面：先着２５０名，オンライン：５００名  

対 象 ：一般 

詳 細 ：別添チラシをご参照ください 

 

                                    以上 

【本件照会先】         

金沢大学研究推進部研究企画課 
寺口 浩史（てらぐち ひろふみ） 
TEL：０７６－２６４－６１９８ 
E-mail： scj-isk@adm.kanazawa-u.ac.jp 
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申込日：令和 ７年 ７月  日 

 

 

    

「日本学術会議in石川」 取材申込書 

 

報道機関名：  

 

取材記者名： 様  

 

連絡先（携帯番号等）：   

 

同行者（記者を除く）： 名  

 

カメラ等の台数：  

（例）テレビカメラ  １台 

 

取材時間（予定）： ：   ～      ：    

 

取材希望の際は，本申込書を 

７月３０日（水）までに下記の宛先まで

本申込書を添付し，メールにてお申込み

ください。 

【担当】 

金沢大学研究推進部研究企画課 

 scj-isk@adm.kanazawa-u.ac.jp 
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